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職業能力開発総合大学校

能力開発応用系 新井吾朗

学修時間と訓練時間の比較
ー 到達目標・授業方略を比較の視点として ー
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研究の目的

2
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学修時間と訓練時間の比較の必要性

• 学校教育と職業訓練の接近
職業大 指導員養成訓練 長期課程 学授による課程認定 学士取得

総合課程 学士取得
大学校・短期大学校 単位認定の創設を求める（厚労→文科)

• 学校教育の単位認定の柔軟化
平成３年「大学教育の改善について」大学審議会答申：教育内容の充実に資すると
いう観点から、大学以外の教育施設等における学習成果であっても、大学教育に
相当する一定水準以上のものについては、…自大学の単位認定の対象とする制
度を新たに導入し、大学設置基準上の制度として位置付ける必要がある。

現在文科省所管内 → 能開(短)大に広げる方針

• 職業能力開発促進法 第3条の2 第2項
｢職業訓練は、学校教育法による学校教育との重複を避け、かつ、これと
の密接な関連の下に行われなければならない。｣

3
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「単位制」でない学修の単位認定について 大学教育側の考え方

○大学以外の教育施設の中には、「授業時間制」を採用している場合もあり、必ずしも、大学と同
様の、主体的学びを前提とした「単位制」の考え方は採られていない。

○そのため、大学以外の教育施設における学修を大学の単位として認める場合、適切な「単位
換算」を行うことが必要となる。この点は、大学における単位の実質化を進め、我が国の大学
における単位制度に対する国際的な信頼性を確保するためにも重要な点である。

○そこで、単位認定に関する告示を改正する際に、下記の事項について徹底するよう通知する。

○また、認証評価における教育課程に関する評価に際しても、単位認定における適切な単位換
算が考慮されるよう、当該通知を認証評価機関にも伝達する。

4

・授業の内容に応じた、適切な授業時間が確保されていること。講義であれば、１単位当たり１
５時間の授業が行われていること。

・授業以外の学修時間を含め、１単位あたり４５時間の学修を必要とする内容が認められるこ
と。講義であれば、３０時間に相当する主体的な学修が求められる内容であること。

・各大学は、大学以外の教育施設における教育課程、シラバス等を参照し、上記の点を確認し
た上で単位認定しなければならないこと。

資料１－１
中央教育審議会大学分科会
大学教育部会（第23回）
Ｈ24.12.27
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本研究に取り組む背景（基本的な疑問）

• 職業訓練において
(１) 授業時間外の学習(予習・復習)をどのよう
に考えるか

(２) 講義での演習・実習的な学習活動を
どのように考えるか

(３) 科目で扱う内容の量をどのように考えるか

(４) 大学教育の科目と等価にするため
職業訓練の科目での学習活動の計画を

どのように考えるか

5
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法規上の学修時間と
訓練時間の比較

6
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学修時間 大学設置基準の規定

• 第二十一条 各授業科目の単位数は、大学において定めるものとする。

• ２ 前項の単位数を定めるに当たつては、一単位の授業科目を四十五時

間の学修を必要とする内容をもつて構成することを標準とし、授業の方法
に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に必要な学修等を考慮して
、次の基準により単位数を計算するものとする。

• 一 講義及び演習については、
十五時間から三十時間までの範囲で

大学が定める時間の授業をもつて一単位とする。

• 二 実験、実習及び実技については、
三十時間から四十五時間までの範囲で

大学が定める時間の授業をもつて一単位とする。

• 第二十二条 一年間の授業を行う期間は、定期試験等の期間を含め、三
十五週にわたることを原則とする。

• 第二十三条 各授業科目の授業は、十週又は十五週にわたる期間を単
位として行うものとする。

• 第三十二条 卒業の要件は、大学に四年以上在学し、百二十四単位以上
を修得することとする。

7
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学修時間 大学設置基準の規定

• 卒業要件 ＝ 124単位

• １単位 ＝ 45時間
＝（授業１時間＋関連する学修２時間）×15週

• １学期の学修時間 ＝ 720時間
＝124単位÷４年間÷２学期≒16単位→16単位×45時間＝720時間

• １日の学修時間 ＝ 10時間
＝720時間÷15週＝48時間→48時間÷５日＝9.6時間

8
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訓練時間 長期課程の指導員訓練の教科等に関する基準

• 職業能力開発促進法施行規則 別表第八

• …

• 二 訓練期間
標準の訓練期間は、四年とする。

• 三 訓練時間
低限必要とする総訓練時間は、五千六百時間とする。

• 四 単位数

１ 低限必要とする単位数は、百七十八単位とする。

２ 訓練の教科ごとに 低限必要とする単位数は、次の各表の単位数の欄に定めるとお
りとする。

３ 単位数は、訓練の方法に応じ、当該訓練による効果、訓練外に必要な学修等を考慮
して、次の基準により計算するものとする。

（１） 学科の科目のうち講義によつて行うものについては、
十五時間以上三十時間以下の訓練をもつて一単位とする。

（２） 学科の科目のうち演習によつて行うものについては、
三十時間以上四十五時間以下の訓練をもつて一単位とする。

（３） 実技（実務実習を含む。）の科目については、
四十五時間以上七十五時間以下の訓練をもつて一単位とする。

9
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訓練時間 特定専門課程の訓練基準

• （特定専門課程の訓練基準等）

• 第三十六条の二の二 特定専門課程の高度職業訓練に係る基準は、それぞれ当該各号に
定めるとおりとする。

• …

• 三 訓練期間 二年であること。

• 四 訓練時間 一年につきおおむね千四百時間であり、かつ、総訓練時間が二千八百時間
以上であること。

• …

• ３ 前項において準用する別表第六の訓練科の欄に定める訓練科に係る訓練については、

第一項各号に定めるところによるほか、同表に定めるところにより行われるものを標準とする
。

10

別表６

教科 訓練時間(単位は時間とする。)

一 系基礎
１ 学科
①制御工学概論
②電気工学概論

…

三五〇
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訓練時間 長期課程・[総合課程]

• 1年間の訓練時間=1４00時間
＝5600時間÷4年間[2800時間÷2年間]

• 長期課程 1週間の訓練時間＝53時間
＝1800時間÷38週(17週×2＋2週×2)

• 1日の訓練時間＝9.5時間

• 総合課程 1週間の訓練時間＝50時間
＝1800時間÷40週(18週×2+2週×2)

• 1日の訓練時間＝9時間

11
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学修時間と訓練時間の比較

• 大学教育１日の学修時間＝10時間(授業＋外) 5日

• 職業訓練1日の訓練時間＝9～9.5時間(授業) 5日

↓

• 大学教育で想定されている1日の学修時間と職業訓
練の1日の訓練時間は、ほぼ同じ。

• 大学教育は 授業＋授業外の学修。

• 職業訓練は 授業のみ。（長期課程では「訓練外の学修」
が想定されていたが、訓練外の時間数は規定されていない。
訓練時間数を考慮すると訓練外の学修は期待できない)

12

「平均的人間の生理的、肉体的労働時間を基に1日8時間、週45時間とし、半期で15単位、1年
間で30単位、4年間で120単位というのが標準単位数としてとして妥当なものであった」
｢大学基準にみる単位制度の基本構造｣, 清水一彦, 日米の大学単位制度の比較史的研究, 風
間書房, 平成10年3月15日 p.326

－　6　－
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学修時間と訓練時間 科目での比較

• 大学教育
講義・演習科目 2単位
学修時間90時間＝授業(30時間)＋授業外(60時間)
授業＝15週×1コマ(90分＝45分×2 ≒2時間)

実習科目 1単位
学修時間45時間＝授業(30時間)＋授業外(15時間)

• 指導員訓練 長期課程
講義科目2単位34時間=17週×1コマ 2時間
演習科目1単位34時間
実習科目1単位68時間=17週×2コマ
(総合課程は18週。両課程とも、試験2週を加えて訓練時間と
している)

13
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学修時間・訓練時間の 時間割の例

14

月 火 水 木 金

学
修
時
間

１ 授業外１ 授業外２ 科目４ 授業外６ 授業外７

２ 科目１ 授業外３ 授業外４ 科目６ 授業外８

３ 授業外１ 科目３ 授業外５ 授業外６ 科目８

４ 授業外２ 授業外３ 科目５ 授業外７ 授業外８

５ 科目２ 授業外４ 授業外５ 科目７

１６単位 ３０週

月 火 水 木 金

訓
練
時
間

１ 科目１ 科目６ 科目１１

科目１５
実技

科目１６
実技

２ 科目２ 科目７ 科目１２

３ 科目３ 科目８ 科目１３

４ 科目４ 科目９ 科目１４

５ 科目５ 科目１０

３８週

－　7　－
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学修時間の現実

15

表2-2 機械工学科卒論着手要件，卒業要件を満たす単位数

科目区分
開講単位数

卒論着手
要件

卒業要件
必修 選択

共通教育科目

大学入門セミナー 2

基礎教育科目

外国語科目（英語） 8

外国語科目（2外） 4

保健体育科目 2

情報処理基礎科
目

2

教養教育・副専攻科目 20

小 計 34 38

専門教育科目

専門基礎科目 22 14
専門科目 46 40
卒業論文 8 8

小 計 76 54 77 92
合 計 111 130

また，4年次を終了し大学を卒業するためには，表2-2の卒業要件に示す単位数を全て
修得しなければなりません．表2-2に示す単位数は 低条件であるので，それを15～30
単位ほどは越える単位数を修得するように勉強することが望まれます．
福井大学 機械工学科ガイド/学習プラン / 2. 履修科目と 低修得単位数ホームページ http://mech.u-fukui.ac.jp/plan.html, 2013.11.13 確認

Copyright 2013 G.Arai All Right Reserved

学修時間の実質化の一方策 CAP制

• 北海道教育大学のCAP制

各学期の履修登録単位数の上限を26単位とする。 ただし、当該学期の直

前の学期のGPAに基づき、次のとおり単位数の上限を変更して取り扱う。

直前の学期のGPAが3.0以上の者 30単位

直前の学期のGPAが2.5以上3.0未満の者 28単位

直前の学期のGPAが1.5以上2.5未満の者 26単位

直前の学期のGPAが1.5未満の者 24単位

• 茨城大学のCAP制

人文学部 : 各学期 30 単位 (ただし、1年次は24単位)
教育学部 : 年間 58単位

理 学 部 : 年間 60単位 (ただし、2年次及び3年次は50単位)
工 学 部 : 年間 54単位

農 学 部 : 各学期 29単位

16
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120単位の意味

• 昭和22年7月8日に制定された大学基準協会による「大学基準」は、…

• 次に、「総単位数」については、4年以上にわたり（少なくとも）120単位とされた。こ

れには卒業論文や卒業計画が含まれ、また夜間大学に関しては別途定めることに

なっていた。この総単位数の岐終決定までにはかなりの粁余曲折があった。当初

理科系の委員が持ち寄った案では、旧制の学科内容(専門教育）を標準としてこれ

に一般教育を加えたため132単位から164単位まで、平均しても文系よりはるかに

多い140単位前後を用意していたという。

• 120単位を強く要請するアメリカ側の前に、先の実験・実習等の単位計算方法を採

ることによって、結果的には新制大学の理念を反映した一般教養の重要性や大学

教育の課外活動の尊重等を考虚しながら文系・理系とも統一されることになったの

である。

• この120単位は 低基準的性格というより、むしろその標準的性格を強調しつつ採

用したのである。つまり、それは「本質的には標準化であり、学士号或は学位に対

する 低要求を標準化するために必要であるのに過ぎ」ず、それゆえ「 低基準と

しては第二義的のもので」あったとされる。

17

｢大学基準の制定と単位制度の成立｣, 清水一彦, 日米の大学単位制
度の比較史的研究, 風間書房, 平成10年3月15日pp.311-312
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120単位の意味

• 昭和26年の大学基準協会による全国調査の結果にもみられるように、一部の大学

には基準をはるかに上回って課すところがあり、このことはしばしば基準改訂論議

の中でも取り上げられた。すでに述べたように、この傾向は、伝統的な大学のとくに

工学部や法学部に多くみられたのである。基準そのものが 低基準的性格を有し

ながらも、その単位算出基準からみれば総単位数においては、むしろ 高単位数

に近い考え方がとられていた。にもかかわらず、こうした実態がみられたことは、単

位制度の趣旨が十分に理解されないまま、とくに旧帝大や有力私立大学を中心に

学力の低下や教育水準の低下を危ぐする見方が強く、旧制下の伝統とか慣行とか

が優先されたためであると考えられる。と同時に、そこでは戦後わが国の文教政策

における大学院整備の遅れを看過してはならない。

• 先の単位算出基準と同様に、この総単位数についての基準と現実とのギャップは、

単位制度の趣旨が理解され、実質的に正しく行われれば自然に解消する問題でも

ある。

18

｢大学基準の制定と単位制度の成立｣, 清水一彦, 日米の大学単位制
度の比較史的研究, 風間書房, 平成10年3月15日pp.326-327

－　9　－
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120単位の意味

• 卒業要件の総単位数については、その見直しの傾向が顕著にみられる。つまり、

全体でおよそ4割前後の大学・学部でそれを減少させ、増加させた大学も含めて少

なくともほぼ半数のところで何らかの改善を図っている（図7)。増加単位数も減少単

位数もほぼ1～10単位の範囲に集中しているが、減少させたところでは11～15単

位も少なくない(図8.9)。その見直しの理由としては、学生の主体的学修の確保を挙

げているところが も多いが、一般教育等の単位数減少や学生の負担軽減を理由

とするところもかなり多くなっている（図10)｡このことは、従来課していた卒業要件が

基準で定める 低124単位を大幅に上回っていたことを示すものであり、その改善

の必要性がようやく認識され、現実のものとなってきたといえる。

平成3年6月24日

大学設置基準の一部を改正する省令の施行等について に対する解説

19

｢基準の大綱化以降の単位制度運用の改革状況｣, 清水一彦, 日米の
大学単位制度の比較史的研究, 風間書房, 平成10年3月15日
pp.441-442

Copyright 2013 G.Arai All Right Reserved

科目で修得する能力と授業方略
修得に必要な時間

20
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知識項目のモデル

評価とは、
①評価対象の状態を測定し、
②それら目指すべき価値基準と比較すること

で、
③評価対象の価値を定め、

あるいは、
より高い価値に到達するように
評価対象を改善する

活動である。

21
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授業で修得する能力の分類 ブルームの教育目標

6.0 評 価

5.0 統 合 個性化 自然化

4.0 分 析 組織化 分節化

3.0 応 用 価値づけ 精密化

2.0 理 解 反 応 巧妙化

1.0 知 識 受け入れ 模 倣

認知的領域 情意的領域 精神運動的領域

22
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授業で修得する能力の分類 ブルームの教育目標

23

評価 素材や方法の価値を目的に照らして判断すること

総合 要素や部分を結合して１つのまとまったものを形作ること。

分析
一つのコミュニケーションを構成要素あるいは部分に分解
し、諸観念の相対的な階層的関係や表明された観念相互
の関係などを明らかにすること。

応用 特定の具体的な状況における抽象概念の活用。

理解
広い意味の理解の 低レベル。伝えられたことがわかり、
他の素材と関係づけることなく、あるいは暗示的な意味を
とることなく伝えられた素材を利用する。

知識
個別的なものや一般的なものの想起。ただ単に心の中に
適切な材料を思い浮かべるといった程度。

Copyright 2013 G.Arai All Right Reserved

目標のモデル 知識～理解

目標
評価の定義を３つの要素を使って
説明できる。 （知識～理解）

期待する
行動

教員の問いかけ：
評価の定義を３つの要素を使って、説明してく
ださい。

受講者の行動：次のように解答する
評価とは、
①評価対象の状態を測定し、
②それら目指すべき価値基準と比較することで、
③評価対象の価値を定め、あるいは、より高い
価値に到達するように評価対象を改善する活
動です

24
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目標のモデル 応用～分析

25

目標

生活の中で発生するさまざまな評
価の場面を評価の定義の３つの要
素に切り分けて解説でき、自らの価
値基準に沿ってその場面の問題を
指摘できる。 （応用～分析)

Copyright 2013 G.Arai All Right Reserved

目標のモデル

26

期待する
行動

教員の問いかけ：
高等学校で世界史の授業を実施しないで、英語
や数学などの受験科目に振り替えて実施してい
た事実が発覚し、冬休みに世界史履修させると
いうことになりました。このことについて、評価の3
要素を適用して、問題を指摘してください。

学習者の行動： 次のように解答する
評価の3要素を適用すると、学校が、①教育に対
する価値基準を大学進学においてしまい、②進
学率・よりレベルの高い大学への進学率、生徒が
希望する大学への進学率を測定して、③進学率
を高めるために世界史の授業を受験科目に振り
替えるという改善(悪)をしたと説明できる。
この問題は、教育に対する価値基準を世界史の
履修でなく、大学進学においてしまったことに原
因がある。
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知識～理解 を修得するための授業方略のモデル

27

目標 評価の定義を３つの要素を使って説明できる。 知識～理解

授業方略

評価の定義の
説明

教員が、定義を口頭、板書、PPT資料、テキスト
の該当する部分の提示などで示す。

評価の定義を
説明する練習

学習者は、教員が示した定義を読み、繰り返し口
の中で繰り返す。

評価の定義を
説明できる

ことを
確認する試験

授業終了時に次の学科試験を行う。
問題：評価に含まれる３つの要素を使って、評価
の定義を記述しなさい。

Copyright 2013 G.Arai All Right Reserved

学修時間・訓練時間に授業方略を配分する計画 知識～理解

28

授業方略
学修時間 訓練時間

必要
時間授業

授業
外

授業
授業
外

評価の定義の
説明

教員が、定義を口頭、板書、PPT
資料、テキストの該当する部分の
提示などで示す。

○ ○

10分
評価の定義を
説明する練習

学習者は、教員が示した定義を読
み、繰り返し口の中で繰り返す。

○ ○

評価の定義を
説明できる

ことを
確認する試験

授業終了時に次の学科試験を行う。
問題：評価に含まれる３つの要素
を使って、評価の定義を記述しなさ
い。

○ ○
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分析～応用 を修得するための授業方略のモデル

29

目標
生活の中で発生するさまざまな評価の場面を評価の定義の
３つの要素に切り分けて解説でき、自らの価値基準に沿って
その場面の問題を指摘できる。 分析～応用

授業方略

評価の定義
文献購読

評価の定義に関する複数の文献の購読を指示する。

評価の定義に
含まれる

3要素の抽出
・整理

それぞれの文献でさまざまな定義がされている評価
に、どのような要素が含まれているか抽出させ、整理
させる。教員の誘導で3要素に整理する。

評価の定義の
説明

教員が、評価の定義を口頭、板書、PPT資料、テキス
トの該当する部分の提示などで示す。

評価の定義を
現実場面に

適用する方法の説明

現実に評価している場面が評価の３要素に分けられ
ることを教員が説明。

評価の定義を
現実場面に

適用する練習①
現実に評価している場面を示し、３要素に分ける練習。

評価の定義を
現実場面に

適用する練習②

課題が存在する評価の場面を示し、３要素の整合や
矛盾を説明する練習。

評価の場面を
3要素で解説できることを

確認する試験

課題が存在する評価の場面を示し、３要素の整合や
矛盾を記述するレポートに取り組ませる。

Copyright 2013 G.Arai All Right Reserved

学修時間・訓練時間に授業方略を配分する計画 分析～応用

30

授業方略
学修時間 訓練時間

必要
時間授業

授業
外

授業
授業
外

評価の定義
文献購読

評価の定義に関する複数の文献の購読を
指示する。

○ ○

10分評価の定義に含まれ
る

3要素の抽出・整理

それぞれの文献でさまざまな定義がされて
いる評価に、どのような要素が含まれている
か抽出させ、整理させる。教員の誘導で3要
素に整理する。

○ ○

評価の定義の
説明

教員が、評価の定義を口頭、板書、PPT資
料、テキストの該当する部分の提示などで
示す。

○ ○

10分

評価の定義を
現実場面に

適用する方法の説明

現実に評価している場面が評価の３要素に
分けられることを教員が説明。

○ ○

評価の定義を
現実場面に

適用する練習①

現実に評価している場面を示し、３要素に分
ける練習。

○ ○

評価の定義を
現実場面に

適用する練習②

課題が存在する評価の場面を示し、３要素
の整合や矛盾を説明する練習。

○ ○

評価の場面を
3要素で解説できるこ

とを確認する試験

課題が存在する評価の場面を示し、３要素
の整合や矛盾を記述するレポートに取り組
ませる。

○ ○ 10分
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修得能力・授業方略を考慮した
学修時間・訓練時間の比較

31
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学修時間・訓練時間における授業方略の計画 知識～理解

32

学修時間における授業方略の計画

第1回授業 270分 第2回授業 270分

予習90分 授業90分 復習90分 予習90分 授業90分 復習90分

1
～
9

10
～
18

訓練時間における授業方略の計画

第1回授業 90分 第2回授業 90分

授業90分 授業

1
～
9

10
～
18

表中の数値は、学習項目を示している。
学習項目は各項目を１０分程度で学習できることを想定したモデル
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学修時間・訓練時間における授業方略の計画 分析～応用

33

学修時間における授業方略の計画

第1回授業 270分 第2回授業 270分

予習90分 授業90分 復習90分 予習90分 授業90分 復習90分

b1
～
b9

1
～
9

1a
～
9a

b10
～

b18

10
～
18

10a
～

18a

訓練時間における授業方略の計画

第1回授業 90分 第2回授業 90分

授業90分 授業

b1
～
b3

1
～
3

1a
～
3a

b4
～
b6

4
～
6

4a
～
6a

表中のbは予習的学習、aは復習的学習を示している。
各学習項目と予習・復習をそれぞれ１０分程度で学習できることを想定したモデル

Copyright 2013 G.Arai All Right Reserved

科目の学修時間と訓練時間を
等価とするための方策の検討

34
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科目の学修時間・訓練時間を等価とする方策

• 単位互換を考えない。
大学教育と職業訓練は異なる内容を実施している。
学位授与機構などによる課程認定の場合はこの考えで良い。

35

科目A 90時間

学修時間
予習 授業 復習

学習内容 1～45 分析～応用

科目A’ 30時間

訓練時間

学習内容 実務で重要な
15項目 分析～応用

学習内容 1～45
知識～理解

学習内容 イ～ヨ(15項目)
分析～応用

Copyright 2013 G.Arai All Right Reserved

科目の学修時間・訓練時間を等価とする方策

• 単位互換を考える
(1) 大学教育の科目に対し、

職業訓練の科目Ⅰ・Ⅱ・Ⅲを設定する。

36

科目A 90時間

学修時間

予習 授業 復習

学習内容 1～45 分析～応用

科目AⅠ 30時間 科目AⅡ 30時間 科目AⅢ 30時間

訓練時間
学習内容 1～15

分析～応用
学習内容 16～30

分析～応用
学習内容 31～45

分析～応用
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科目の学修時間・訓練時間を等価とする方策

(2) 大学教育の科目に対し、
職業訓練の科目・演習・実習を設定する。

37

科目A 90時間

学修時間

予習 授業 復習

学習内容 1～45 分析～応用

科目A法 30時間 科目A実習 60時間

訓練時間
学習内容 1～45

知識～理解
学習内容 1～45

分析～応用

Copyright 2013 G.Arai All Right Reserved

科目の学修時間・訓練時間を等価とする方策

(3) 大学教育の科目・演習・実習に対し、
職業訓練の科目・演習・実習を設定する。

38

科目A法 90時間 科目A 実習 45時間

学修時間

予習 授業 復習 予習 授業 復習

学習内容 1～90 知識～理解
学習内容 1～90

分析～応用

科目A法Ⅰ・Ⅱ 60時間 科目A実習 60時間

訓練時間
学習内容 1～90

知識
学習内容 1～90

理解～分析～応用
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まとめと今後の検討課題

39
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まとめ

職業訓練において

(１) 授業外の学習をどのように考えるか

長期課程では、能開法上は、訓練外の学修が想定されていた。他方で総合課
程を含めて訓練時間は、大学教育で想定している1日の学習時間の生理的な
限界を上回っており、訓練外の学修を予定した授業を計画することは学習者
の負担を考慮すれば合理性を欠いている。
受講者の自主的な訓練外の学修を妨げるものではないが、授業は訓練時間
内で完結するよう計画すべきである。

(２) 講義での演習・実習的な学習活動を
どのように考えるか

(３) 科目で扱う内容の量をどのように考えるか

科目が想定する到達目標に応じた授業方略を、各科目で実践する。または知
識→理解→分析→応用を、複数の科目をまたぐ科目群で扱う計画とする。訓
練時間内で終了できるだけの内容量に絞る。

40
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まとめ

(4) 大学教育の科目と等価にするため
職業訓練の科目での学習活動の計画を

どのように考えるか
・大学教育の科目は、｢一単位の授業科目を四十五時間の学修を必要とする内容をも
つて構成する｣とされており、内容、程度は定められていない。

・単位認定にあたっては、「授業以外の学修時間を含め、１単位あたり４５時間の学修
を必要とする内容が認められること。講義であれば、３０時間に相当する主体的な学修
が求められる内容であること。」とされ、主体的な学修が条件づけられている。

「主体的な学修」とはなにかを検討する必要がある

(1)分析～応用、総合～評価を目指す科目の到達目標に到達するために、指定された
課題に取り組むなど、受け身でなく、自ら問題解決などに取組む学修

(2)授業の内容について、本人の興味のおもむくままに、自ら行う学修

(1) への対応は、目標に対応する授業方略(科目内・科目間の連携)により、対応可能

(2) への対応を、職業訓練としてどう考えるかは要検討

41
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今後の検討課題

(1)主体的な学修とは
新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて（答申） 平成２４年８月２８日 中央教育審議会

生涯にわたって学び続ける力、主体的に考える力を持った人材は、学生からみて受動的な教育の場では育成することができない
。従来のような知識の伝達・注入を中心とした授業から、教員と学生が意思疎通を図りつつ、一緒になって切磋琢磨し、相互に刺
激を与えながら知的に成長する場を創り、学生が主体的に問題を発見し解を見いだしていく能動的学修（アクティブ・ラーニング）へ
の転換が必要である。

すなわち個々の学生の認知的、倫理的、社会的能力を引き出し、それを鍛えるディスカッションやディベートといった双方向の講義
、演習、実験、実習や実技等を中心とした授業への転換によって、学生の主体的な学修を促す質の高い学士課程教育を進めるこ
とが求められる。学生は主体的な学修の体験を重ねてこそ、生涯学び続ける力を修得できるのである。

学生に授業のための事前の準備（資料の下調べや読書、思考、学生同士のディスカッション、他の専門家等とのコミュニケーション
等）、授業の受講（教員の直接指導、その中での教員と学生、学生同士の対話や意思疎通）や事後の展開（授業内容の確認や理
解の深化のための探究等）を促す教育上の工夫、インターンシップやサービス・ラーニング、留学体験といった教室外学修プログラ
ム等の提供が必要である。

学生には事前準備・授業受講・事後展開を通して主体的な学修に要する総学修時間の確保が不可欠である。

pp.9-10

42
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今後の課題

(2) 知識～理解→分析～応用→総合～評価に至る
授業方略と各科目間の連携の検討

43

分析～応用までは単独の科目で可能

科目 学修項目
知識
理解

→

分析
応用

教育訓練評価 評価の3要素 評価の3要素を説明

世界史未履修
3要素を適用
価値基準に
問題有り
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今後の課題

44

総合～評価は複数の科目の組み合わせが必要

科目 学修項目
分析
応用

→

総合～評価

教育訓練評価 評価の3要素
世界史未履修3要素で説明

価値基準に問題有り

さまざまな価値観を
同時に達成する
解決策の案出

教育原理
人権

社会と個人
自由・平等

自由な学習
平等な学習

社会貢献・個人の幸福

教育行政
憲法→学習
指導要領

憲法→学習指導要領
標準と選択

教育長・校長の権限

教育経済学
国の負担

個人の負担
都市・地方

国・地方負 vs 担個人負担
世代間、都市･地方分担

発達心理
キャリコン

発達論
キャリコン

個人の希望の引き出し方
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